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〜鳥獣被害対策におけるドローン活用〜
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会社概要
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設立

2015年12月

従業員数

15名

ドローンパイロット

8名

事業内容

全国のパートナー会社

10社

本社所在地

・東京都千代田区神田富山町25番地

（1）

（2）

（3）

注： 1、 2025年6月時点の役員含む
2、 ドローン認定資格取得者又はインストラクター保有者
3、 2024年10月時点の販売代理店、弊社認定講習団体、認定パイロット含む

営業拠点

・岡山県倉敷市 ・茨城県土浦市
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【出典】農水省HP農村振興
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野生鳥獣の調査手法について
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農林業被害や生態系への影響が拡大している下では、野生動物のマネージメントの重
要性が高まっている。特に大型獣の個体数の把握は、野生動物のマネージメントに重要で
ある。

●現状の把握方法(人による調査)

➢ 糞、食痕、足跡などの生活痕跡を利用した調査方法
➢ 捕獲と放逐を繰り返して推定する方法
➢ 直接観察（目視）による調査方法

●抱える課題

➢ 調査のための人数や時間、それに伴う資金など大変な労力とコストがかかる
➢ 山林での調査が可能な人材の確保が困難になっている
➢ 対象動物の生息場所まで入り込むことが困難
➢ 森林に生息する夜行性の動物を直接カウントすることは、極めて難しく現実

的ではない

個体群管理



1日最大200ha 捕獲前後の
効果測定調査
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集落および農地周辺環境の調査手法について
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初めに、集落の環境を調査することで、集落の現状を把握し、問題点を明らかにした上
で、地域ぐるみで対策を講じることで、より効果的な被害防止や環境改善が期待できると
されている。

● 現場でよく見られる調査の実態

➢ 多くは、自治体職員（農林課や環境課、地域振興課など）が主体で実施
➢ 自治体や専門家が中心で、住民は協力者という形が主流

●抱える課題

➢ 農山村では調査に対応できる人が高齢化・担い手不足によって減少している
➢ 調査活動は手間がかかり、継続的な取り組みが難しい
➢ 痕跡などは狩猟や調査経験者でないと判別が難しく、調査のハードルが高い

侵入防止対策
生息環境管理
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ドローン活用メリット

対策が必要な箇所や
動物の侵入ルートを
効率的に可視化

立体的に農地周辺
環境の現状を把握
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ドローンを活用した生息状況調査
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個体群管理

・特許番号 ：特許第7161522号
・登録日 ：2022年10月18日
・特許権利者：株式会社スカイシーカー
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（例）ニホンジカの密度の高いエリアの調査結果

シカ確認地点



（例）捕獲活動によるシカの行動変容を捉えるヒートマップ解析
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(例)ドローンを活用した生息密度推定結果
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(例)CS立体図を活用したを活用した生息状況調査結果
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（例）MaxEntを活用したイノシシの生息分布予測

➢ MaxEnt＝限られた情報から分布を推定する手法
➢ ドローンによる調査範囲外の生息分布を把握する目的

予測に指標したデータ
①ドローンによって確認された鳥獣の位置及び頭数

環境データとしてJAXAが公開している、
②高解像度土地利用土地被覆図

  ②標高データ
  ③傾斜データ
  ④斜面データ
環境省が公開している、
⑤植生図

計5つのデータを活用し生息分布予測を実施。

※右図はイノシシの生息確率を表現しており、白い点は
在データとしてイノシシが確認された地点を表現している。



ドローンを活用した集落環境調査
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・侵入防止対策
・生息環境管理



(例)ドローンを活用した集落（農地周辺）点検の結果
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(例)ドローンを活用した環境調査の結果
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事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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事業の概要及び目的

➢ シカによる農林業被害が深刻なエリアにおいて、シカの一斉捕獲を行う
➢ 捕獲従事者を組織し、事業を適切に遂行する体制を構築する
➢ 捕獲事業を適切かつ効率的に推進するための体制を整備する … etc

事業の選定地の考え方

※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋



事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋



事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋



事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋

捕獲従事者による誘引作業 センサーカメラで撮影されたシカ・イノシシ

夜間ドローンによる調査作業 ドローンで撮影されたシカ



事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋

わな設置場所

1

2

6

7



事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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2024年9月5日 2024年10月2日 2024年12月10日

頭
数

日時

シカ確認頭数

9/9日~17日9/1日

①②誘引開始 ①②捕獲(13) ⑥⑦誘引開始 ⑥⑦捕獲(14)

10/15日 10/22日~27日

①②クマ錯誤捕獲で
わな一斉引き上げ

9/19日

エリア①② エリア⑥⑦

わな設置数 45 43

捕獲数 13 14

※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋



事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋

わな設置場所

3
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事例1：【鳥獣被害防止総合対策交付金】 鳥獣被害対策基盤支援事業
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※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋
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2024年9月5日 2024年10月2日 2024年12月10日

頭
数

日時

シカ確認頭数

9/9日~13日9/1日

③誘引開始 ③捕獲(5)

9/21日~28日

③捕獲(3)

10/3日~19日

③捕獲(5)

9/19日

④誘引開始

10/15日~31日

④捕獲(6)

エリア③ エリア④

わな設置数 21 12

捕獲数 13 6

※「広域捕獲選抜部隊体制整備事業」実施コンソーシアム資料より抜粋



事例2：静岡県

①ドローンに搭載した赤外線カメラにより
ニホンジカの生息・移動状況を撮影した。

②即時に画像解析をして、生息分布図を作成し、
ドローン撮影の翌日に、捕獲従事者に提供し、生息分布図を基に、
くくりわなを設置した。

③撮影を日没後、夜、夜明け前の3回行うことで、時間帯による
出没場所の把握や、個体群の移動範囲等を推定した。

④11月末から捕獲活動を開始し、1月末までに47頭のニホンジカ
   を捕獲。捕獲効率は前年度の伊豆地域における県管理捕獲の
   平均と比較し、約1.6倍に増加した。

⑤捕獲活動を実施した地区猟友会からは、「ライトセンサス調査では、
   確認できなかった区域で、ニホンジカの生息・移動を確認でき、
   捕獲従事者の士気が高まった。」との意見が挙がった。
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事例3：長野県
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事例4：富山県

①ドローンに搭載した赤外線カメラにより
イノシシ・ニホンジカの生息状況・移動状況を撮影した。

②ドローンに搭載した高精細可視光カメラにより集落を撮影し
オルソ画像を撮影した。

③生息域調査結果、集落環境調査結果をもとに
GIS（地理情報システム）を活用し地図上に反映した。

④電気柵未設置の場所、耕作放棄地、痕跡が多く確認された
箇所など、集落における脆弱性の高い地点を可視化した。

⑤地元住民、猟友会員などを交え地域研修会を実施し、
現状について理解を深めるとともに、対策案を提示し

 効率的な鳥獣被害対策手法を検討した。
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ドローンを活用した調査の実績（弊社のみ）
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ドローンの活用事例
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✓ 野生鳥獣の生息状況調査把握

✓ 野生鳥獣の捕獲支援（巻き狩り、わな猟他）

✓ 野生鳥獣の追い払い

✓ 集落及び農地周辺の環境調査

✓ 誘引エサの投下

✓ わなの見回り

✓ 柵の点検見回り

✓ 資材の運搬



ドローンと人による調査比較(集落環境調査)

35
(c) 2019 SkySeeker Co.,Ltd.

ご清聴ありがとうございました。

(c) 2025 SkySeeker Co.,Ltd.
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